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翫1《礁s駿凝集反慮に遷すろ研究

金澤謡言大面細菌學教室（主任谷教授）

鰍 谷 喜 兵 衛

  1〈ithei，60吻σ

 （昭和23年4月23日受附）

第1章緒
 1925年  翠letcher ヵミ輕白散獲’正生護疹熱を重症

の癌性獲疹チフスから匝別するに及んで剛者の

比較研究が盛んとなb，殊に油漉熱は世界各國

に於て種：々な病名を以て呼ばれてみたことが明

かとなり，例へば米國に於ては：Brill氏病，メ

キシコ評論熱，南米・欧洲では鼠系護疹チフス，

満洲では七島チフスと澄せられ，内地でも之が

満洲チフスと同一のものであることが松原によ

って讃明されてみる．この鉱毒チフスと獲疹熱

とは臨床上，病理解剖上，病原媒介者，動物實 ，

験，疫學上から異なるものであ砂，從って防疫

上瓦者は明かに遜別さるべきものであると云ふ

意見が有力になりつNある．

 然るに獲疹チフス及び獲疹熱の診断に當っ

て，その病原艦Rickettsia prowazeki（以下R． P．

と略面する）及びRickettsia mooseri（以下R．

m．と略稻する）を分離し，これを動物實験に

て鑑別を行ふは煩磯にして長時聞を要し，臨床

診断の目的に役立てることはむつかしい（1）2）3）

言

4）5）6）7）8）9））．從って專ら血清學的診蜥法が用ひ

られて居り，近時我國に於てもこれが早期診断

法，或は簡易診断法が籏出してみるが，駆血疾患

の鑑別は容易でない（10）11）12）13）1弓）15）16）17）18））．

 R．P。が嚢疹チフス患者恢復期血清によって

特異的に凝集、される～二とはOtto u． Dietrich g），

da Rocha一：Lima 19）， Krukowski 20）及びWeigl 21）

等によって報告されてるるが，しかも從來Rの

古意學的性歌に關する知見の廃棄逞々たりしは

R抗原を多量に獲得出頭なかった爲で，Cox－

Craigie法出つるに及んでその障害は孚ば除か

                 コれた観がある．余は該抗原により家兎冤疫血清

を作成し，大阪市立桃山病院長熊谷博士及び國

立金澤病院伊藤博氏の御厚意により昨年12月嚢

生した護疹チフス及び護疹熱患者血清を入手

し，R． P．及びR． m．の凝集反慮を實施し，

爾者の冤疫學的差異を確認し得たのでその成績

を一括報告する．

第2章 R航原浮游液とR家兎冤疫血清の製法及び凝集反鷹の術式

    第1節 R抗原浮游液の製法

 R・P・及びR・m・浮游液はCox－Craigie法に準

じて作製し，更にこれを7000回1時間遠心して上液を

すて，Rの沈澱に0・2％ホルマリン加生理的食盤水を

加へて尽含有量が1cc申20憶個になるように濃縮し，

氷室に保存して實験に供した．このR抗原は時々氷室

から取出して検査してみると少くとも製後6ケ月間は

使用に耐え得た．異る目に異る卵黄嚢から作ったR浮

游液もRの敷さへ等しくすれぽ漂游液相互の間に抗原

性に於てさしたる相遽を詔めなかった．

   第2節 R家兎冤疫血清の製法

 家兎冤疫に際し，菌の種類により抗原の注射法は必

ずしも一定してみないが，吉岡氏冤疫法22）に微ひ，

R・P・抗原浮游液（伊藤株），R． m・抗原浮游液（横井

株），を各々家兎2匹宛の耳静脈より夫，々1cc宛7日

間蓮績注射し，7日間の聞隔を置き叉注射を7日聞蓮
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纏し，かくして4回の二丁注射を繰り返した．休止期

間の7日目毎に心血し，Weiエー：Felix反態を行って凝

集便を護むに，1回蓮糸注射後と2，3，4回連呼注射

後に於て凝集便にさしたる饗動を見ず，何れも1：200

倍まで（十），1：400倍（±）であった．

     ac 3節 凝集反鷹の術式

 凝集反懸の術式は谷敢授23）の徽毒スピロヘータ凝集

反懸のものに準じ，被験血清は56。C 30分間加熱した

非働性のものを使用し，血清の稀羅は0・5％右炭酸加

生理的食堅水回行った．

 小試験管に三鷹血清0・1ccを探り，之にR抗原液

0・1cc宛を加へて振盟混和し，37。C磯回器内に入れ

て24時間放置後，取出して肉眼，凝集鏡及びギームザ

塗抹染色法による鏡検による成績を観察した．この際

R抗原による凝集弓懸の封照として常にWei1－Felix

反懸を行った．

 凝集鏡による所見は，Ox抗原を使用した時は架賦

の凝集塊を生じ，aR抗原の場合は微細穎粒駄の凝集塊

を生じたが，ギームザ染色法によれば，何れも大小様

々の凝集塊を形成して居た．然るに凝集反鷹陰性の場

合は，凝集鏡を使用する時には何等の塊も認められ

ず，ギームザ染色法によればR或はox菌がバラバラ

に散在してみるのを認めた．

 註：抗原淳游液は必ず丁数を計算しておくべきで，

R抗原に於ては1cc申10億個以上含有することが大切．

である．

第3章豫備車回
    第1節 凝集反訴の時間的關係

 R．P．（伊藤株）， R． m．（横井株）家兎冤疫血

清と當該抗原との混合物を37。Cの贈i卵器内に

2時聞，5時聞放置後，更に室温に：夫々約20時

間放置して成績を護むものと，370Cの艀卵器

内va 24時間放置後成績を讃むものを作って多数

の實験を施行したところ第1表の如き結果を得

た．

第1表（1） R．P．血清→ox菌

      血清稀羅

×ptb－L

37C。2時闇→室温22時間

37C。5時間→室濃19時闘

37C。24時聞

20’

十

十

十

40

十

十

十

80

±

十

160

士

320 640 1 1280 K

t

第1表（2）
                ド

∵ 言鱒∴2・

R．P．血清→R． P．

37C。2時間→室温22時闘

37C。5時間→室温19時間

37C。24時間

十

十

十

40

十

十

十

80

十

十

十

160

十

十

十

320t

十

十

十

640

±

十

1280 K

第1表（3） R．P．血清→R．m．

一血清稀羅

20 40 80 160 320

庭   置      一

37C。2時間→室温22時間 十 十
一 一 一

37C。5時聞→室温19時間 十 十 十 一 一

37C。24時聞 十 十 十 一 一

640 1280i K

K 6 ］
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ノ

第1表（4） R・m・血清→Ox菌

一     血清稀書
20 40 80 160 320 640 「1280

盧   置 ’

37C。2時闇→室温22時間 十 十 十 ± 一 画 一

37C。5時間→室温19時間 十 十 十 十 隔 繭 一

37C。24時間 十 十 十 十
一 陶 一

K

第1表（5）  R．m．血清→R． P．

     血清稀羅

F   置
20 40 80 160 320 640 1280 K

37C。2時間→室温22時間

R7C。5時間→室温19時間

R7C。24時間

十’・十十 十十十 十十十

＝一 ＝闇 ＝一 彌＝ ＝一

第1表（6＞ R．m．血清→R．m．

37q。2時間→室温22時間

37C。5時間→室温19時間

37co240寺闇

20

十

十

十

40
k

十

十

十

80

十

十

十

160

十

十

十

320

±

十

十

640 1280 K

 即ちR．P。血清に：Ox菌を加へた際には，37。C

2時間→室温22時聞放置のものは1：40倍迄陽

性であるが，37。C 5時間→室温19時間のものは

1：40倍迄（：十），1：80倍（±），37。C24時闇放置

のものは1：80倍迄（十），1：160倍（±）であった．

R．P．血清に：R． P．抗原を加へた際には，37。C

2時闇→室温22時聞放置のものは1：320倍迄（十）

であり，37。C 5時間→室温19時聞放置のものは

1：320倍迄（十），1：640倍（±），37。C24時闇放

置のものは1：640倍迄（十）であった．R． P．血

清にR∫m．抗原を加へた際には，37。C 2時問

ら室温22時間放置のものは1：40倍迄（十）であ

り，37。C 5時間→室温19時聞放置のもの及び

37。C 24時間放置のものは1：80倍迄（＋）であっ

た．次にR．m．血清にox菌を加へた際には，

37。C 2時間一〉室温22時間放置のものは1：80倍迄

（十），、1：160倍（±）であ）｝，370C5時間→室温

19時聞放置のもの及び37。C 24時間放置のもの

は1：160倍迄（十）であった．R． m．血清に：R．P．

抗原を加へた際には，37。C 2時間→室温22時聞

放置めもの，37。C 5時聞→室温19時間放置のも

の及び37。C 24時間放置のものは何れも1：80倍

迄（十）であった．R． m．血清にR． m．抗原を

加へた際には，37。C2時聞→室温22時聞放置の

ものは1：160倍迄（十），1：320倍（士）であり，

37。C 5時聞→室温19時間放置のもの及び37。C

24時闇放置のものは1：320倍迄（＋）であった．

 上述の成績によれば，37。C 5時間→室温19時

聞放置のもの及び37。C 24時聞放置のものは殆

ど差がなく，37。C2時間→室温22時間放置のも

のは前爾者に比し陽性率がやX劣ってみる．そ

れ故に艀卵器内に24時間放置する方法が實験上

便利である。             e

   第2節 ホルマリン及び石炭酸の

     R凝集反態に及ぼす影響

 1％ホルマリーン加生理二食塵水及び0．5％石

炭酸加生理的食紅水を以て夫々R．P．及びR．

m．家兎冤疫血清を稀繹し，R凝集反鷹に及ぼ

［ 7 ］
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す之等防腐剤の影響を観察したところ第2表の 如き成績を得た．

第2表：ホルマリン及び石炭酸のR凝集舎内に及ぼす影響

   添加防腐剤温温

凝血反懸の方法

 R・P・血清→oxl菌

 R・P・血清→R．P・’

 R・P・血清→R．m．

 R・m．血清一＞ox菌

 R・m・血清→R．P．

R・m・血清一デR・m・
trneimdit

1％ホルマリン添加

1：80倍（十）

1：320倍（十），1：640倍（土）

1＝80倍（十）

1：320｛音（十）

1：80倍（十），1：160倍（土）

1：320倍（十），1：640倍（士）

0．5％ 石 炭 酸添 カロ

1：40倍（十）

1：320倍（十）

1：40倍（十）

1：80倍（十）， 1：1601音（±）

1：80倍（十）

1：320F．n（十）

 帥ちR．P．血清にox菌を加へた際には，ホ

ルマリン添加のものは1：80倍迄（十），石炭酸

添加のものは1：40倍迄（＋）であb，R．P．血清

trc R． P．抗原を加へた際にな，ホルマリン添加

のものは1：320倍迄（＋），1：640倍（±），石炭

酸添加のものは1：320倍迄（＋）であb，：R．P．

血清にR。m．抗原を加へた際には，ホルマリ

ン添加のものは1：80倍（十），石炭酸添加のも

のは1：40倍迄（十）であった．次にR．m．血清

にox菌を加へた際には，ホルマリン添加のも

のは1：320倍迄（＋），石炭酸添加のものは1：80

倍迄（十），1：160倍（±）であむ，R． m．血清に

R．P．抗原を加へた際には，ホルマリン添加の

ものは1：80倍迄（十），1：160倍（±），石炭酸添

加のものは1」：80倍迄（十〉であり，R． m．，血清

にR．m．抗原を加へた際には，ホルマリン添

加のものは1；320倍迄（＋），1：640倍（±），石

炭酸添加のものは1：320倍迄（＋）であった．

 上述の成績によれば，ホルマリン添加のもの

が石炭酸添加のものより陽性率がやS大であ

る．從って防腐剤として生理的食塵水に加へる

にはホルマリンの方が優秀である．

     第3飾血清め庭置
 血清は働性でも非働性でも何れを用ふるも凝

集反鷹に差異が認められなV・ので，余は常に

56。C 30分間加熱した血清を用V・てるる．叉之

に0．5％に石炭酸を加へて保存しても何等凝集

反憲に攣化が認められなV・．その成績は第3表

に示す通bである．

 抗原浮游液：伊藤株．卵黄嚢より作製．

 R．P．血清：Rp．（伊藤株）家兎濡濡血清．

第3表： 血清西庭回

血 清 種 類

R・P・家兎冤疫血清

健常家兎血清

塵  置

｛禦働縫

｛才能糠

血 性 甲 羅

20

十

十

40

十

十

se

十

十

160

十

十

3deo

十

・十

640

蕊

1280 K

     第4節 食淫水の濃度

 R浮游液を作る時，仕上げの抗原浮游液の作

製，及び血清彫漆の時に使用する食盤水の濃度

は，最初0。85％の生理的食盤水を使用したが，

その後抗原及び血清の混合物を艀卵器内に24時

間扱置する方法を探用するに及んで，水分蒸獲

による影響と雑菌増殖を防止する目的から0．5

％に石炭酸を加へた0．4％食盤水も使用してみ

（ 8 ］
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たが，結局生理的食塵水を使用するのと大なる

差異は認められなかった．

    第5節 異なる株から作製し’

       た抗原液の能力

 艀化鶏卵卵黄嚢に接種されたRは常に必ずし

も同一歌態で出來上るとは限らなV・．從ってそ

の申に増殖したRの性質や数も常に同一一とは言

 ひ得ない．高等の種：々異った歌態の卵黄嚢から

一作つたR浮游液が常に同一・“iしの抗原性を獲揮す

 るかとV・ふ瓢につV・て，當教室保存の伊藤株

 （R．P．）， Breinl株（R． P．），横井株（R’」． m．）

 Wi】mington株（R． m．）の各々より作った4種

 のR浮游液セ實験したところ，第4表に示す如

 く殆ど差異は認められなかった．

第4表（1）：異なる株から作製した抗原液の能力

   血清：R・P・（伊藤株）家兎冤疫血清

   抗原：R・P・（伊藤株，Breinl株）      1

伊 藤 株

＝Breinl  ’株

20

十

十

40

十

十

・80

十

十

160

十

十

320

十

十

640 1280 K

      第4表（2）

血清・R・m・（横井株）家兎冤疫血清

抗原：R・m・（横井株，Wilmington株）

 二二三二

R原種類

20’ 40 80 160 320 640 も1280 K：

横 井株

vilmington株

十十 十十 十十 十十
一一 一 も 噛麟 輔一

一

第4章 R凝集三鷹の特異性

’教室保存のR．P．（伊藤株）， R．m．（横井株），

ox菌（傳研株），チフス菌（H901號1株），パラチ

フスA菌（1015號株），パラチフス：B菌（8006號

株）を以て健康家兎血清5例，健康人血清5例

と凝集反鷹を行ったところ，第5表，第6表に

示す如く稀繹の小さV・所で弱陽性のものを見た

が詰果は殆ど陰性であった・

         第5表：lR凝集反憲の特異性

血清＝健康家兎血清                     c，
   R・P・，R・m・fox菌，チフス菌，パラチフスA菌，パラチフス：B菌抗原．＝

血忌三二
2 4 8 16 32 64 K

抗原種類

R・P・
一 一 一 覇 剛 一 一

R．m．
一 一 一 一 哨 一 一

Ox菌 士 一 一 一 剛 一 騨

チブス菌 十 十 土 一 噛 一 一

パラチフスA菌 ± ± 一 一 剛 一 一

パラチフスB菌 嗣 一 一 魑一 哺 一
剛    ㌦

［ 9 ］
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         第6表：凝集反慮の特異性

血清： 健康人血清

抗原：R；P．，R．m．， Ox菌，チフス菌，パラチフスA菌，パラチフス：B菌

｝

＼   血清稀繹
2 4 8 16 32 64 K

抗原種類

R。P．
一 口 幽

「 一
騨 一 煽

R．m．
顧 鴫 脚 一 騨 一 隔

ox菌 ± 一 一 一 騨 一 一
ノ

チフス菌 十 十 士 一 噌 一 陶

パラチフスA菌 土 ：±

禰 階 一 剛

パラチフス：B菌 一 一 一 ← 一 一 一

 第5表に於ては，ox菌は1：2倍（十），チフス

菌は1：4倍迄（十），1．8倍（±），パラチフスA

菌は1：4倍迄（±）で，その他の抗原使用のもの

は何れも結果は（一）であった．第6表に於ては

チフス菌が1：4倍迄（十），1：8倍（±），パラチ

フスA菌が’1：4倍迄（±），ox菌は1：2倍（十）

で，その他の抗原使用のものは何れも結果は

（一）であった．

 然るに：R．P．及びR． m．，チフス菌，ペラ

チフスA菌，パラチフス：B菌家兎冤疫血清を以

てR．P．（伊藤株）， R． m．（横井株）各抗原と

凝集反鷹を行ったところ，第7表の如き成績を

得た．

        第7表（1）：凝集反鷹の特異性

血清：R・P・，R・m・，チフス菌，パラチフスA菌，パラチフス：B菌冤疫血清

抗原：Ox菌        ’

＼血清稀繹
三二観＼＼
R・P・

R．m． ’

チフス菌

パラチフスA菌

パラチフスB菌．

2

十

十

4

十

十

， 1 ，，

十

十

十

十

32

十

十

64

±

±

128 K

        第7表（2）：凝集反鷹の特異性

血清：R・P・，R・m・，チフス菌，パラチフスA菌，パラチフスB菌冤疫血清

抗原：R．P．

1＼ 血清稀羅＼ ＼ 、血清種類＼＼

2 4 8 16 32 64 128 256 512 K
’

R．P． 十 十 十 十 十 十 十 十 一 剛

R．m． 十 十 十 十 十 士 一 一 一 一

チフス菌 隔 嗣 一 一 繭 網 閣 一 一 喘

パラチフ不A菌 ± 隔 隔 一 脚 隔 一 幽 陶 一

パラチブス8菌 疇 一 一 一 闇 隔 嗣 闘 一 一

（ 10 ］
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        第7表（3）：凝集反慮の特異性

血清：R・P・，R・m・，チフス菌，パラチフスA菌，パラチフス：B菌冤疲血清

抗原：：R・m・

R．P・

R．m．

チフス菌

パラチフスA菌

2

十

十

±

・・ラチフスB酬一

4

ノ

十

十

8

十

十

16

十

十

32

十

十

64，

十

128

十

256

十

512 Ki

 印ち抗原Ox菌に幽しては， R． p．及びR． m．

血清は1：32倍迄（十），1：64倍（±）で，チフス

菌，パラチフスA菌，パラチフスB菌の各血清

に封しては何れも結果は（一）であり，抗原R，

P．に封しては，R． P．血清は1：256倍迄（十），

R．m．血清は1：32倍迄（十），1：64倍（±），パ

ラチフスA菌血清は1：2倍（±）で，チフス菌，

パラチフスB菌の各血清は何れも結果は（一）で
         ン                                         ち

あり，抗原R．m．に而しては， R． P．血清は

1：32倍迄（十），R． m．血清ば1：256倍迄（十），

パラチフスA菌血清は1：2 ec ．（±）で，チフス

菌，パラチフス：B菌の各血清は何れも結果は

（一）であった．

 以上の成績によりR凝集反鷹の特異性は確認

されたことN信ず：る．

 次にR．p．家兎冤疫血清を生理的食塵水で

1：10倍に稀繹したものを1cc宛6本の小試験管

に分注して60。Cより73。Cに bたり，水浴申

で30分間宛加熱し，之等と56。C 30：分間加熱の

ものとの凝集債を比較すると第8表に示す如

く，63。C加熱血清迄凝集反応が明確に認めら

れ，650Cよb67。C迄痕跡が淺り，700Cで反

憲が沿失した．之は23）24）一般抗髄の熱抵抗性

と一致してみる所で，余が取扱ってみる反面は

抗原一心禮反鷹であることを思考させる．

         第8表：

血清＝R・P．家兎冤疫血清

抗原：R．P・

血清の加熱試験

56

60

63

65

67

70

73

2

十

十

十

±

土

4

十

十

十

±

士

8

十

十

十

±

±

16

十

十

十

±

士

32

十

十

十

±

±

64

十

十

十

±

土

128

十

十

十

±

256

十

十

十

512 K

第5章R．P．とR．m．め交錯凝集凡慮

 R，．P．（伊藤株）， R． m．（横井株）及びox

菌の各抗原とR．P．及びR． m．家兎冤疫血清

との聞に数多くの交錯凝集試験を施行し陀所第

9表に示す如く，R． p．血清に封しては， ox抗

［ 11 ］
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原は1：80倍迄（十），1：160倍（±），R． P．抗原

は1：640倍迄（＋），R． m．抗原は1：80倍迄

（十），R． m．血清に観しては， ox抗原は1：160

倍迄（十），R． P．抗原は1：80倍迄（＋）， R． m．

抗原は1：320倍迄（十）であった．帥ちR．P．

及びR．1n．にて冤幽した家兎冤疫血清は，そ

第9表：

れ等血清のR．P．及びR． m．凝集債には明か

に差異があり，周回血清の凝集債は非當該血清

のそれより遙かに高v・．而してox抗原は爾血

清に凝集するが，R抗原使用の場合に比し同等

の凝集債を示すか或は1～2本低い凝集債を示

した．

     x
P．P．とR． m．’の交錯凝集反鷹

’

＼一壷＿瘡稀羅
凝集弓懸の応急＼一＿

R・P・血清→ox菌

R・P・血清→R・P・

R・P・血清→R．m．

R・m．血清→ox菌
R．m・血清→R。P・

R．m・血清→R．m。

20

十

十

十

十

十

十

40

十

十

十

十

十

十

80

十”

十

十

十

十

十

160

士

十

十

十・

320

十一

十

640

十

1280 K

第6章 人血清に就ての凝集反慮

 患者血清5例中4例は大阪市立桃山病院よ勢

1例は國立金澤病院より恵與されたもので，症

例〔1〕はR．P．抗原に証して1：80倍迄（十），

1：160倍（±），R． m．抗原に回しそは1：640倍

迄（1十），症例〔II〕はR． P．に回して1：80倍迄

（十），R．m．に：封してl1320倍迄（十），症例

〔III〕はR． P．に期して1：80倍迄（十）， R． m．

抗原に封して1：320倍迄（十），〔IV〕はR． P．

抗原に封して1：1280倍迄（十），R． m．に引し

て1：160倍迄（十），〔V〕はR．P．に封して1：640

倍迄（十），1：1280倍（士），R． m．に回しては

1：160倍迄（十），1：320倍（‡）で，何れもR．P．

及びR．m．爾抗原の凝集反憲の聞に：明かに差

異を認め，その臨床上の診断と一・致した．その

成績は第10表に示す通bである．

             i

       第1C表：人血清紀就ての凝集反言1

患者：〔1〕 西○徳0 29歳♂ 第23病日 臨床診断 三彩熱
   si

ox菌
R．P・

R．m．

20

十

十

十

40

十

十

十

80

十

十

十

160

十

±

十

320

十

十

64Q

十

1280 2560 K

患者：〔II〕小○美○子 31歳♀ 第28病日 臨床診断 襲疹熱

血清徽睾
20 40 80 160 320

抗原種類

ox菌＼ 十 十 十 十 十

R．P． 十 十 十 一 一

R．m． 十 十 十 十 十

640 1280 2560 K

［ 12 ］
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〈

轡者：〔Il［〕 山○長○郎 24歳3 第20病日 臨床診断 護疹熱

ox菌
R・P・

R．m．

20 40

十

十

十

80

十

十

十

160

十

十

320

十

（640 1280 2560 K

患者＝〔IV〕松○芳 27歳♀ 第13病日i臨床診断 護疹チフス

ox菌
R．P・

R．m．

20

十

40

粁

十

80

什

十

160

十

十

十

320

十

十

640

十M

十

1280

十

十

2560 K

患者＝〔V〕宮○尭 38va S 第21病日 臨床診噺 護疹チフス

血清二丁
20 40 80 160 320 640 1280 2560

抗原種類一

ox菌 骨 赫 什 什 十 十 一 一
・  R．P． 妊 什 十 十 十 十 ± ＿     印

R．m． 十 十 十 ・十 ± し      一

一 一

K

之に反し，健康人血清5例に解し上述3抗原

を使用して凝集反磨を行ったところ，何れも

（』）の反鷹を呈した．

N 第7一結

 1）獲疹チフス及び嚢疹熱患者血清及び死病

毒R．P．， R． m．にて冤節した家兎琵疫血清は

何れもox 19， R． P．及びR． m．の3者を凝集

した．

 2）然し上述血清と抗原の問に交錯凝集反慮

を行へば，凝集債の聞には明確なる差異が認め

られ，當該血清の凝集債は非工高血清のそれよ

り蓬かに高かった．

論

 3）R．P．及びR． m．・には其者に共通の菌醗

抗原の外，更にそれぞれ特異の菌盟粒原が存在

する．

 4）R．P」及び：R． m．抗原による凝集反慮は

Wei1一：Felix反憲に比して凝集便が比較的高かっ

た．         v
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